
117 

５ 環境 
～次世代へ引き継ぐ～ 

基本目標 15 豊かな自然と共生するまちにします 

基本目標 16 資源やエネルギーを有効活用するまちにします 

基本目標 17 市民が環境について学び行動するまちにします 



11８ 

基本目標１5 

豊かな自然と共生するまちにします                     

将来のまちの姿-１ 

まちにうるおいや安らぎを与えるとともに、地球環境にとっても大切なみどりをみん

なで守り育てる取組によって、森林や農地、公園などに加え、民有地でもみどりの保

全・創出が進み、みどり豊かで住み心地の良いまちが形成されています。 

データからわかる現在のすがた 

①札幌市の公園の数は２,7００か所を超え、政令指定都市の中で最も多い数となって

います。 

②保全されているみどりの面積は、平成 ２４ 年度（２０1２ 年度）は ２1,４２２ｈａ であ

り、令和元年度（２０1９年度）は ２1,6３３ｈａ と横ばいで推移しています。 

③令和元年度（２０1９ 年度）における市街化区域における緑被率は ２1.6％となって

います。 

④樹木地や草地・水面は増加傾向にありますが、農地は減少傾向にあります。 

⑤平成 ２6 年度（２０1４ 年度）における土地利用別の緑被率をみると、公共施設等の

緑被率は ３２.２％と比較的高いものの、民有地の緑被率は 11.２％と低くなってい

ます。 

⑥市街地周辺の自然環境に恵まれた森林丘陵地では、自然歩道や市民の森があり、多

くの市民に親しまれています。（年間利用者数：約 ２6万人） 



11９ 

①札幌市の都市公園数の推移と公園整備の系譜 

16 

55 

1８３ 

４０３ 

９３８ 

1,5４２ 

1,９０３ 

２,16３ 

２,４０1 

２,556 

２,6４３ 

２,717 

２,7３6 

２,7４０ 

２,7４1 

２,7４1 

０ 1,０００ ２,０００ ３,０００

1９5８

1９6３

1９6８

1９7３

1９7８

1９８３

1９８８

1９９３

1９９８

２００３

２００８

２０1３

２０16

２０17

２０1８

２０1９

（箇所）

２０11 第３次札幌市みどりの基本計画策定

２００1 札幌市緑の保全と創出に関する条例制定

1９９９ 第２次札幌市緑の基本計画策定

1９９３ 公園全面再整備事業開始

1９８２ 札幌市緑の基本計画策定

1９75 児童公園1００箇所作戦開始

1９7２ オリンピック開催・整理指定都市へ移行

1９66 札幌オリンピック開催決定

２０２０ 第４次札幌市みどりの基本計画策定

②保全されているみどりの面積の推移 

２1,４２２ 

２1,56２ ２1,5９1 ２1,6０９ ２1,61３ ２1,6２８ ２1,6３３ 

２０,０００

２０,5００

２1,０００

２1,5００

２２,０００

２０1２ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

（ｈａ）

（年度）

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



1２０ 

③市街化区域における緑被面積・緑被率（令和元年度（２０１９年度）） 

④都市計画区域の緑被面積の経年推移 

２1,８7８ ２２,17３ ２２,４９6 ２２,９1２ 

４,９９４ 5,16９ 5,８０1 7,０３４ 
４,1８８ ３,115 ２,９３８ 

２,９０1 
7００ 76９ 7８０ 

77９ 

０

1０,０００

２０,０００

３０,０００

４０,０００

1９９6 ２００7 ２０1４ ２０1９

樹林地 草地 農地 水面

（ｈａ）

（年度）

面積（ｈａ） 緑被率

樹林樹木 1,９6２ 7.８％

草地 ２,5９０ 1０.４％

農地 ３7３ 1.5％

水面 1９6 ０.８％

街路樹 ２7４ 1.1％

緑被地（計） 5,３９5 ２１.６％

市街化区域面積 ２5,０17

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 

※樹林地は、樹林樹木と街路樹の合計 



1２1 

⑤市街化区域の土地利用別緑被率（平成２６年度（２０１４年度）） 

⑥自然歩道などの利用状況（平成２5年度（２０１３年度）） 

３6.6 ２９.４ ２０.1 ９.３ 

1.6 

1.２ 

1.7 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ 1００％

藻岩山ルート 円山ルート 三角山～盤渓ルート

平和の滝～手稲山ルート 中の沢～小林峠・源八沢ルート 手稲山北尾根ルート

その他

年間利用者総数 ２5８,６９４人

３２.２ 

11.２ 

67.８ 

８８.８ 

０％ ２０％ ４０％ 6０％ ８０％ 1００％

公共施設等

民有地

内、緑被率 内、非緑被率

＜資料＞札幌市 

※西岡・真栄～有明ルートについては、利用目的が多様で、 

  施設としての性格が他と大きく異なるため、調査の対象外となっている 

＜資料＞札幌市 



1２２ 

①健康項目の環境基準達成率 

２０１４
年度

２０１5
年度

２０１６
年度

２０１７
年度

２０１８
年度

２０１９
年度

達成率 1００.０％ ９6.２％ ９6.２％ ９6.２％ 1００.０％ ９6.２％

適合地点数 15/15 1４/15※ 1４/15※ 1４/15※ 15/15 1４/15※

将来のまちの姿-２ 

市民にうるおいと安らぎを与えるほか、全ての生物にとっても欠かすことのできな

い水については、その質や量だけでなく、生物と生息環境、水辺とのふれあいといっ

た水環境全体が守られています。 

データからわかる現在のすがた 

①重金属（カドミウム、砒素等）や有機塩素系化合物（トリクロロエチレン等）などの健

康項目に関しては、令和元年度（２０１９年度）に実施した調査では、15 の環境基準

点のうち 1４の地点において環境基準に適合しています。 

②河川の汚れを示す代表的な指標である「ＢＯＤ」についてみると、令和元年度

（２０1９ 年度）の調査では、15 の環境基準点の全てにおいて環境基準に適合して

います。 

③市民が川に親しむ機会の創出や市民・事業者等との連携により、水辺環境の保全を

行うなど、自然と積極的に触れ合っている市民の割合は、平成 ２３ 年度（２０11 年

度）は２４.２％でしたが、平成２９年度（２０17年度）は２7.０％と増加しています。 

＜資料＞札幌市 

※白川浄水場の取水口において、上流の豊平川の河床からゆう出する温泉水の 

 影響で、年度によっては、砒素が環境基準を超過することがある 



1２３ 

②ＢＯＤの状況（令和元年度（２０１９年度）） 

③自然と積極的に触れ合っている市民の割合 

＜資料＞札幌市 

２０１１
年度

２０１３
年度

２０１７
年度

自然と積極的に
触れ合っている市民の割合

２４.２％ 1９.5％ ２7.０％

＜資料＞札幌市 

河川 環境基準点 類型
環境基準
(ｍｇ/Ｌ)

ＢＯＤ
(ｍｇ/Ｌ)

適否

白川浄水場取水口 Ａ ２ ０.6 ○

東橋 Ｂ ３ ０.6 ○

中沼 Ｂ ３ 1.９ ○

琴似発寒川 西野浄水場取水口 Ａ ２ ０.９ ○

新川 第一新川橋 Ｄ ８ ３.２ ○

北16条橋 Ｂ ３ ０.８ ○

茨戸耕北橋 Ｂ ３ ２.5 ○

南の沢川 川沿橋 Ａ ２ ０.９ ○

北の沢川 北の沢橋 Ａ ２ ０.6 ○

真駒内川 五輪小橋 Ａ ２ ０.5 ○

精進川 精進川放水路分派前 Ａ ２ ０.８ ○

望月寒川 望月寒鉄北橋 Ａ ２ 1.２ ○

月寒川 月寒鉄北橋 Ａ ２ 1.３ ○

厚別川 厚別鉄北橋 Ａ ２ ０.８ ○

野津幌川 水恋橋 Ｂ ３ ０.９ ○

豊平川

創成川



1２４ 

①生物多様性の理解度 

３３.1 
２８.８ 

３6.6 
３３.7 ３４.８ 

２８.6 
３３.5 

３7.２ 

２９.5 

０.０

２5.０

5０.０

75.０

1００.０

２０11 ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９ ２０２０

（％）

（年度）

②生物多様性保全活動に参加したり、取り組んでいる市民・事業者の割合 

5.０ ４.４ ３.1 ３.３ 

４０.４ 
４４.４ 

6４.３ 66.6 6４.5 
5８.９ 

51.1 
４6.４ 

０.０

２5.０

5０.０

75.０

1００.０

２０11 ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９ ２０２０

市民

事業者

（％）

（年度）

将来のまちの姿-３ 

自然環境を守り育むなど、地球環境への負荷を低減する取組によって、生物多様性

が保全されています。 

データからわかる現在のすがた 

①生物多様性の理解度は約３０％であり、横ばいで推移しています。 

②生物多様性の保全活動に参加したり、取り組んでいる市民の割合はやや減少傾向

にあり、事業者の割合は平成２7年度（２０15年度）以降、減少傾向にあります。 

③主な生息、生育地おいて、指標種全種の生息・生育を確認しています。 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



1２5 

③札幌市の指定種（例） 



1２6 

基本目標 16 

資源やエネルギーを有効活用するまちにします                

①ごみ排出量の推移 

４6.7 ４４.０ ４０.３ ３９.９ ４０.０ ４０.7 ３９.5 ３９.1 ３８.２ ３８.３ ３８.6 ３８.３ 

２８.1 
２４.０ 

２２.7 ２1.6 ２1.３ ２1.7 ２０.7 ２０.８ ２０.９ ２1.5 ２２.０ ２1.９ 

計7４.８ 

6８.０ 
6３.1 61.6 61.４ 6２.４ 6０.３ 5９.９ 5９.1 5９.８ 6０.6 6０.２ 

０.０

1０.０

２０.０

３０.０

４０.０

5０.０

6０.０

7０.０

８０.０

２００８ ２００９ ２０1０ ２０11 ２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

家庭ごみ

事業ごみ

（万ｔ）

（年度）

将来のまちの姿-１ 

ごみの減量・リサイクル・再利用が積極的に行われており、資源循環型の社会となって

います。 

データからわかる現在のすがた 

①家庭ごみは有料化などの新ごみルール導入により大きく減少し、事業ごみも平成

２1 年度（２００９ 年度）に行った自己搬入ごみの検査体制強化等により減少しまし

た。いずれも、その後は横ばいで推移しています。 

②資源ごみを含む家庭ごみ排出量と事業ごみ排出量は、８４5ｇ/人・日と政令指定都

市中5番目に少ない量となっており、平均より少ないレベルで推移しています。 

③分別協力率をみると、「びん・缶・ペットボトル」は ９5％前後で推移していますが、

「容器包装プラスチック」や「雑がみ」は 6０％を割り込んでいます。 

④生ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる世帯の割合は増加傾向にあります。 

⑤新聞等の発行部数減少に伴う集団資源回収量の減少により、札幌市が処理するご

みのリサイクル率は、やや減少しています。 

＜資料＞札幌市 



1２7 

②市民一人一日あたりの家庭ごみ＋事業ごみ処理量の政令指定都市比較（２０１８年度） 

③分別協力率の推移 

④生ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる世帯の割合 

８7.5 
８6.２ 

８5.1 

８２.０ 

８6.９ 

８5.０ 

９３.5 
９４.6 

7０.０

８０.０

９０.０

1００.０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

（％）

（年度）

1,０３7 

８４5 

716 

０

２００

４００

6００

８００

1,０００

1,２００

北
九
州
市

大
阪
市

熊
本
市

千
葉
市

仙
台
市

福
岡
市

新
潟
市

岡
山
市

堺
市

静
岡
市

神
戸
市

名
古
屋
市

広
島
市

相
模
原
市

さ
い
た
ま
市

札
幌
市

浜
松
市

京
都
市

川
崎
市

横
浜
市

（ｇ/人・日）

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



1２８ 

⑤札幌市が処理するごみのリサイクル率 

＜資料＞札幌市 

２6.7 ２7.1 ２８.０ ２８.３ ２7.９ ２7.４ 
２5.９ ２5.7 

０.０

1０.０

２０.０

３０.０

４０.０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

（％）

（年度）



1２９ 

①-１ 太陽光による発電量 

①-２ 分散型電源システムによる発電量 

将来のまちの姿-２ 

省エネルギー技術や次世代エネルギーシステムについては、ＩＣＴ との連携などの研

究・開発が進められることにより、その利用が進んでいます。 

データからわかる現在のすがた 

①太陽光発電などの再生可能エネルギーの普及が進んでいるとともに、環境面（低炭

素化）と防災面（強靭化）に資する分散型電源の普及を進めています。 

②走行中にＣＯ２を排出しない燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及に向け、水素ステーショ

ンの整備や ＦＣＶの普及促進を進めています。 

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 

０.1 

０.３ ０.３ 

０.5 ０.5 ０.5 

０.6 

０.０

０.２

０.４

０.6

０.８

1.０

２０11 ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

（億ｋＷｈ）

（年度）

1.7３ 1.77 
1.８４ 

２.００ ２.００ ２.００ 

２.２０ 

０.００

０.5０

1.００

1.5０

２.００

２.5０

２０11 ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

（億ｋＷｈ）

（年度）



1３０ 

②ＦＣＶ、水素ステーションの普及・整備促進 

２０１９
年度

２０３０
年度（目標）

ＦＣＶ 1２台 ３,０００台以上

水素ステーション １か所 ４か所以上

＜資料＞札幌市 



1３1 

①都心の建物の建替時期の予測イメージ 

０

２5

5０

75

1００

２０２０ ２０３０ ２０5０

（％）

（年）

建物建替の

ピーク

将来のまちの姿-３ 

特にエネルギー消費量の多い都心部を中心に、効率的なエネルギー利用が図られて

います。 

データからわかる現在のすがた 

①都心部では、今後建物の建て替えのピークを迎えることから、建て替えにあわせて、

低炭素で持続可能なまちづくりを推進する必要があります。 

②地域全体で使用する熱エネルギーを効率的に供給する事業である「地域熱供給」を

普及拡大するため、都心強化先導エリアを中心に、冷水・温水導管ネットワーク幹線

の整備を進めるとともに、建物の建て替え等の機会をとらえ、ネットワークへの接

続を誘導しています。 

※国税庁の耐用年数表に基づき、耐用年数を迎えた建物から 

 建替を想定し、建替面積の累積イメージを表示 

＜資料＞札幌市 



1３２ 

②-１都心におけるエネルギーネットワーク接続件数 

＜資料＞札幌市 

1０6 

1０２ 

９９ 
1００ 

９８ 

９6 
９7 

1０３ 

８5

９０

９5

1００

1０5

11０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

（棟）

（年度）



1３３ 

②-２都心強化先導エリアの冷水・温水導管ネットワーク図（将来の目指す姿） 

＜資料＞札幌市 



1３４ 

①家庭における用途別エネルギー消費の地域比較 

②家庭部門のＣＯ２排出量 

5０7.5 
４８２.6 ４８1.０ 

４３２.6 ４３5.８ ４３5.４ 
４０5.6 

０.０

２００.０

４００.０

6００.０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

（万ｔ-ＣＯ２）

（年度）

４８.８ 
４４.４ 

２９.３ 

４２.３ 

３０.7 ２９.２ ３０.1 ２８.5 ２6.８ 

1９.5 

３1.３ 

０.０

1０.０

２０.０

３０.０

４０.０

5０.０

6０.０

北
海
道

東
北

関
東
甲
信
越

北
陸

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州

沖
縄

全
国

暖房 冷房 給湯 台所用コンロ 照明・家電製品等

(ＧＪ/世帯・年)

将来のまちの姿-４ 

積雪寒冷地であり、家庭などの二酸化炭素の排出量が多いことに対応した、エネルギ

ー消費を抑えた市民のライフスタイルが定着しています。 

データからわかる現在のすがた 

①家庭のエネルギー消費の内訳を他地域と比較してみると､札幌を含む北海道の暖房

エネルギーの消費量はいずれの地域よりも多く､全国平均の約３.6倍になります。 

②家庭部門におけるＣＯ２排出量は、近年、節電や暖房消費量の節約、住宅・暖房給湯

機器の省エネルギー化や再生可能エネルギー機器の普及等により、減少していま

す。 

＜資料＞環境省「平成３０年度家庭部門のＣＯ２排出実態統計調査(確報値)」 

＜資料＞札幌市 



1３5 

①次世代自動車導入数 

３０,９４5 
３８,175 

４6,5４２ 
56,1４２ 

66,7４２ 
76,３1３ 

８6,２９３ 

7,３９０ 

1３,８９２ 

1９,９３０ 

２6,571 

３３,８４1 

３９,４16 

４３,77４ 

０

5０,０００

1００,０００

15０,０００

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

ハイブリッド自動車 クリーンディーゼル自動車

天然ガス自動車 プラグインハイブリッド自動車

電気自動車 その他

燃料電池自動車

(台)

(年度）

将来のまちの姿-5 

環境に配慮した自動車の普及が進むとともに、公共交通機関が積極的に利用される

ことにより、移動にかかるエネルギー消費を抑えた社会となっています。 

データからわかる現在のすがた 

①ハイブリッド自動車やクリーンディーゼル自動車を始めとする、ＣＯ２ 排出のより少

ない次世代自動車への乗換えが進んでおり、平成 ２４ 年度（２０1２ 年度）時点の次

世代自動車の導入台数は約 ４ 万台でしたが、平成 ３０ 年度（２０1８ 年度）には約

1３.３ 万台となっています。 

②公共交通利用者数は増加傾向にあり、平成２２年度（２０1０年度）は1,２２８千人で

したが、平成３０年度（２０1８年度）は 1,３０３千人となっています。 

③運輸部門における ＣＯ２排出量は大きく減少しておらず、平成 ２４ 年度（２０1２ 年

度）は ２65.6 万 ｔ-ＣＯ２ でしたが、平成 ３０ 年度（２０1８ 年度）は ２5９.1 万

ｔ-ＣＯ２となっています。 

＜資料＞札幌市 



1３6 

②公共交通利用者数の推移 

２０１０
年度

２０１８
年度

ＪＲ 1９7 千人 ２２３ 千人

地下鉄 561 千人 6３1 千人

バス ２８９ 千人 ２８８ 千人

路面電車 ２０ 千人 ２４ 千人

タクシー 161 千人 1３7 千人

公共交通全体 1,２２８ 千人 1,３０３ 千人

③運輸部門のＣＯ２排出量 

２65.6 ２7３.1 
２6２.８ ２5９.２ ２57.８ ２6３.０ ２5９.1 

０.０

1００.０

２００.０

３００.０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

（万ｔ-ＣＯ２）

（年度）

＜資料＞札幌市 

＜資料＞札幌市 



1３7 

基本目標 17 

市民が環境について学び行動するまちにします              

①生物多様性に関する市民アンケート 結果 

76.０％

３３.９％

９.1％

３２.０％

２7.5％

17.7％

２９.２％

３３.８％

17.８％

３３.6％

０.6％

２.３％

２.３％

０.０％ ２5.０％ 5０.０％ 75.０％ 1００.０％

自然の風景や景色

動物やイベント

昆虫

植物

登山・キャンプ・海水浴などの娯楽

自然観察会・自然体験ツアーなどの体験活動

山菜・きのこ・魚介類などの食料

園芸・家庭菜園

自然保護活動

大気汚染や水質汚染などの環境問題

その他

自然に興味がない

無回答

将来のまちの姿-１ 

市民や企業などは、地球温暖化や生物多様性などへの問題意識を持ち、環境の保全・

創造のために自ら考え、行動しています。 

データからわかる現在のすがた 

①何らかの「自然に関すること」について興味がある市民の割合が ９5％（※「自然に

興味がない」「無回答」を除いた割合）と高い一方で、「生物多様性」の認知度は約２

９％と低い傾向にあります。 

②事業者へのアンケートでは、生物多様性を重要視している事業者の割合に対して、

自社の活動との関連性を認識し保全への取組を行っている事業者の割合は低い傾

向にあります。 

③公共施設での先導的な取組や環境教育の推進等により、地球温暖化などへの問題

意識を持ち、環境配慮活動を実践している人の割合は増加傾向にあり、平成２４年

度（２０1２年度）は61％でしたが、令和元年度（２０1９年度）は6４.０％となってい

ます。 

④電力需要量は減少傾向にあり、平成 ２４ 年度（２０1２ 年度）は ９４ 億 ｋＷｈ でした

が、平成３０年度（２０1８年度）は ９０億 ｋＷｈとなっています。 

（自然に対して興味があること） 

＜資料＞札幌市 

有効回答数：２,5９6 



1３８ 

②生物多様性に関する事業者アンケート 結果 

（「生物多様性」という言葉の認知度） 

意味まで知っていた

２８.6％

言葉は知っていたが、

意味までは知らなかった

２８.４％

知らなかった

３８.８％

無回答

４.３％

＜資料＞札幌市 

有効回答数：２,5９6 

（生物多様性の保全への取組と企業活動のあり方についてどう思うか） 

自社の企業活動との

関連性が高く、

重要視している

３1.３％

自社の企業活動との

関連性はあるが、

それほど重要視していない

11.４％

生物多様性は重要ではあるが、

自社の企業活動との関連性は

低いと考えている

5３.6％

その他

２.４％

無回答

1.２％

＜資料＞札幌市 

有効回答数：４1２ 



1３９ 

③環境配慮活動を実践している人の割合 

（経営方針・事業活動の中で、生物多様性の保全への取組について、どのように位置付

け、取り組んでいるか） 

生物多様性保全の取組に

関する方針を定め、

取組を行っている

1０.９％

生物多様性保全の取組に

関する方針は定めていないが、

取組を行っている

３5.7％

生物多様性保全の取組に

関する方針は定めているが、

取組を行っていない

２.４％

生物多様性保全の取組に

関する方針は定めておらず、

取組も行っていない

４９.８％

無回答

1.２％

＜資料＞札幌市 

有効回答数：４1２ 

＜資料＞札幌市 

61 6０ 
6４ 

61.２ 6２.４ 6２.1 
6４.5 6４.０ 

０.０

２5.０

5０.０

75.０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

（％）

（年度）



1４０ 

④電力需要量 

＜資料＞札幌市 

９４ ９４ 

９1 
９０ ９０ 

９1 
９０ 

８０.０

８5.０

９０.０

９5.０

1００.０

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

（億ｋＷｈ）

（年度）



1４1 

①エコライフレポート取組実績 

将来のまちの姿-２ 

子どもたちは、自然とのふれあいや日常生活に根差した学習活動を通じて、広く環境

問題に関心を持ち、身近なことから取り組んでいます。 

データからわかる現在のすがた 

①子ども一人一人が環境問題を身近に感じ、簡単にできる環境保全活動に気づくた

めのツールとして、夏休みと冬休み前に「エコライフレポート」を全市立小中学校に

配布しており、毎年1２万～1３万人もの子どもたちが、休み期間中に身近なエコ行

動に取り組んでいます。 

②市内の環境関連施設では、各施設で実施する行事や展示物を通じて、多くの市民に

対して環境保全の大切さを伝えており、「環境プラザ」の施設利用者数は過去 ８ 年

間の平均で約7万人となっています。 

＜資料＞札幌市 

1２２,6８３ 

1２7,61０ 

1２４,２８２ 

1００,０００

11０,０００

1２０,０００

1３０,０００

（人）

（年度）



1４２ 

②環境プラザ施設利用者数 

7８,４３０ 

57,８6９ 

66,８6８ 6８,０6８ 
6９,5２０ 71,677 

7３,57０ 

67,２９5 

０

２０,０００

４０,０００

6０,０００

８０,０００

1００,０００

２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８ ２０1９

（人）

（年度）

＜資料＞札幌市 



1４３ 

①みどりのボランティア登録人数及び登録団体数 

３,1０5 ３,1２９ ３,17８ ３,２４８ ３,２1４ 
３,51４ 

３,２67 
３,51０ ３,４66 

８２ 

９２ ９6 
1００ 

1０４ 

1２7 
1３5 1３6 

1４5 

０

２０

４０

6０

８０

1００

1２０

1４０

16０

1８０

０

1,０００

２,０００

３,０００

４,０００

5,０００

6,０００

7,０００

８,０００

９,０００

２０1０ ２０11 ２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17 ２０1８

登録人数

登録団体数

（年度）

（人） （団体）

将来のまちの姿-３ 

市民や企業などは、ふるさと札幌の美しい自然・環境を守り育て、美しい景観を維持・

創出する意識を持ちながら、持続可能なまちづくりに主体的に取り組んでいます。 

データからわかる現在のすがた 

①市民と行政、市民同士が連携する市民との協働を掲げ、公園ボランティア、森林ボ

ランティアなどのボランティアの支援を行いながら、みどりづくりを進めており、み

どりのボランティア協力者数は増加傾向にあり、平成３０年度（２０1８年度）時点で

は、登録人数は３,４66人、団体数は 1４5団体となっています。 

②花植えや観察会などのみどりづくりに参加している市民の方の年齢構成の推移を

みると、6０ 歳以上の方の割合が増加しており、平成 ２２ 年度（２０1０ 年度）は

４９.1％でしたが、平成２９年度（２０17年度）は 66.7％となっています。 

③アンケート調査によると、みどりのボランティア活動について「知らない」という回答

が約 5 割を占め、認知度が低いことが分かりました。また、参加意欲を高める条件

としては、「活動場所や時間の自由度」などの意見がありました。 

＜資料＞札幌市 



1４４ 

②みどりづくり参加者における６０歳以上の方の割合の推移 

③みどりのボランティア活動に関するアンケート 結果 

４９.1 
55.３ 57.３ 55.９ 55.7 

5９.９ 5９.４ 

66.7 

０.０

２5.０

5０.０

75.０

1００.０

２０1０ ２０11 ２０1２ ２０1３ ２０1４ ２０15 ２０16 ２０17

（％）

（年度）

４４.1％

３5.８％

２6.９％

２４.２％

２1.０％

1９.９％

1２.6％

９.1％

7.８％

1.９％

０.０％ ２０.０％ ４０.０％ 6０.０％

活動場所や時間の自由度

活動場所や内容などの

情報が手に入る

１人でもできることが

あるとき

参加の申し込みなどの

簡略化

若い世代が

参加しやすい工夫

町内会行事として

開催するとき

交通費程度の費用の支給

わからない

その他

無回答

＜資料＞札幌市 

（みどりのボランティアに参加したこ

とがあるか） 

参加したことがある

6.5％

知っているが、

参加したことはない

３８.7％

知らない

5４.０％

無回答

０.８％

（どのようなとき、もしくは何があれば参加

したいか） 

＜資料＞札幌市 

有効回答数：９6２ 

＜資料＞札幌市 

有効回答数：３7２ 


